





























云えよう(まutteret al. 1999 aゐ)0Mo百i抗ら (2001)は

























(Dixon et al. 2004， 2005) 0 しかしながら来国では 1988
"" 1997年の 10年間に女子の非行件数は83%増えてい







べきであると指摘している (Pawlbyet a1. 1997 ; P司er.
1998 ; Hipwell et al. 2002， 2005)。女子非行では表出す
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する。注意欠陥/多動性障害 2) (A取出onDeficit I 
Hyperactivity Disorder，以下AD/HDと略)が反抗挑戦性
障害3)(Oppositiona1 Defiant Disorder， 以下ODDと略〉や
行為障害4) (Conduct Disorder 以下CDと路)と強い親
和性をもち，将来にわたって持続性がある (Wa1keret al. 




と報告している (Stewartet al. 1981 ; Mi1ich et a1. 1982 ; 
Reeves et a1. 1987 ; Werry et a1. 1987) 0 AD/HDと CDの
合併率法30%"' 50%とのものもあり (Biedermanet a1. 
1991) ，不注意や多動詮，行動の問題や攻撃性誌それぞ
れが独自性を保ちつつ，相互作用関孫にあり，多領域で
問題を護雑にしているという (Lee& Hinshaw. 2004)。
読み書き能力やLD5) (Learning Disorder ;学習障害)
と反社会的行動や非行との関連調査研究も長い壁史を
もっている (Stevensonet al. 1987， 1993; Hinshaw. 




認する結果を得ている (Dionneet a1. 2003)。読み書きの
医難性と ADIHD(特に不注意〉との高率の合併を示唆す
る報告(まabiner& Coie. 2000)や経済的底窮と学力不振
と非行との関連を示唆する報告(まeynoldset al. 1998， 
2001， 2003)， LDと多動・衝動性との併存を遺缶子レベ
ルで調査した報告 (Stevensonet al. 1993)， LD児と反社
会的行動を縦断的に追跡した報告(SteveIisonet al. 1993: 


































なる (U.S.Departmentof Hea1th and Human Services. 2001)。
Dongら (2004)は児童意待や養育機能不全などの












予知冨子となり得る (Mo伍t& Caspi. 2001)。皐熟な女
子が親の許可無しに遅くまで外遊したり学校をさぼった
り，薬物に手を出したり，無訪舗なセックス行動をとり

























































痛管理センタ-Centers for Disease Control Prevention 
(CDC)が中心となり 上記組合への保険加入者の
17737入から呂答を得た虐待と成人期の纏康に関する
































らない (0点)J rときどき思い当たる打点)J rよく思







N=404 N=70 Ratio 
No 賀詞項目 該当数 % 該当数 % 
1 くり返し，身体的な暴力を受けていた。 3 0.7 21 30.0 40.4*事(なぐられる，けられる，など〉
2 くり返し，心理的な暴力を受けていた。 11 2.7 15 21.4 7.9牢*(暴力的な言葉でいためつけられる，など〉
3 性的な暴力を受けていた。 O 0.0 4 5.7 
4 アルコールや薬物乱用者が家族にいた。 5 1.2 16 22.9 18.5 ** 
5 母親が暴力を受けていた。 5 1.2 13 18.6 15.0 ** 
6 
家庭に慢性的なうつ病の人がいたり 精神病をわずらっている入
19 4.7 12 17.1 3.6 ** がいたり，自殺の危険がある人がいた。
7 両親のうち，どちらもあるいはどちちかがいなかった。 23 5.7 28 40.0 7.0 ** 
8 家族に服役中の入がいた。 1 0.2 4 5.7 23.1申牢
競に無視されていた。§ 












































表 2 ACE scoreとその比較
対照群(一般女子高校生) 対象群 (A女子少年龍生)
民=404 N=70 
ACE score 該当者数 % 該当者数 % 。 356 88.1 23 32.9寧*
1 37 9.2 14 20.0 ** 
2 5 1.2 12 17.1事申
3 4 1.0 9 12.9申*


































表3 LD， AD/HDスクリーニングテスト及び，集団式 10
テストの結果
M SD 話ini Max cuto百pomt 
LD得点(む'"'-'60) 22.0 13.2 O 56 孟20
不注意得点
5.5 2.7 O 9 ミ~6(0"-' 9) 
多重き衝動得点
3.2 2.6 O 9 ~6 (0'"'-' 9) 
田中B式知能検査 89.1 14.5 58 121 
表4 LD"ADHDスクリーニングテスト結果
N= 70 % 
LD (疑いあり) 34 48.6% 
ADHD(疑いあり) 36 51.4% 
不注意/他動・俸動型(混合型) 13 18.6% 
不詮意優勢型 22 31.4% 
他動性・笹動性優勢型 1 1.4% 
LD'ADHD(共に疑いあり) 25 35.7% 
不注意/他動・衝動型〈混合型) 12 17.1% 































不詮意 多動衝動 田中B式 ACE 








































9.008 0.001 0.327 
*p<.05 **予く.01






















































者が指摘している (Einbender& Friedrich. 1989 ; Dong 
et al. 2003 a)。性的虐待は青年期以降の精神保健に重大
な影響を与え続けることが示されており (Duncanet aL 













からである (Felitiet al. 1998) 0 ACE scoreの深刻度は成
人期の健康問題の悪化や ハイリスクな行動に発展する
ことが暁らかにされている (Fe五回.2002 ; Dong et a1. 











































































されているが (F躍世ngton.1995 ; Satterfield & Schel1. 




























図 4 The Influence of Adverse Childhood Experiences Throughout 
Life (Feliti，V.J.，2002) 
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(5) 深刻な非行生成における性差
発達精神病理学の発展と行為障害研究の蓄積により，
早期発症持続聖 (early-onset persistenU と，青年期発症
限定型 (adolescent-onset limited)に分類する体系が整備
されてきた (Mo笠itet aL 2002 ; Rutter et aL 2003)。行
為障害に至る発達過程において，女子の方が多様で、，女
子の非行は男子の青年期限定型と共通点が多いと指摘さ
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